
現地メディア向けプレスツアーを行いました 

 

12 月 12 日から 14 日、現地メディア向けプレスツアーを実施し、STV 社・ラ

ジオモザンビーク社から計 3 名のジャーナリストが参加しました。このプレス

ツアーは、日本の開発協力が現地メディアで取り上げられる機会を増やすとと

もに、モザンビークの政府関係者、知識層およびモザンビーク国民への情報発

信を強化するためのものです。 

 

プレス一行は、カーボデルガード州ペンバ市を訪れ、本邦 NGO（ピースウィン

ズジャパン）や国際機関（WFP、UNICEF、UNHCR、UNWOMEN、UNICEF）を通じた人

道支援、UNDP を通じたインフラ復旧計画、マリアマザレロ中高等学校図書室等

建設計画、保健人材養成機関施設及び機材拡充計画の視察を行いました。 

 

1日目は、アントニオ・スペイア州国務長官及びヴァリジー・タウアボ州知事

を表敬した後、ピースウィンズジャパン岩野職員より、ジャパン・プラット・

フォームを通じた紛争被災者を対象とした緊急食糧支援に関するプレゼンテー

ション、また同州で活躍する IOM 齋藤職員より同氏の活動に関するインタビュ

ーが実施されました。スペイア州国務長官及びタウアボ州知事からは、同州に

おける日本の人道、開発、治安維持支援に対する感謝が述べられると共に更な

る期待を示されました。同州では、2017 年よりテロ襲撃が続いており、約 90万

人の国内避難民が発生する等、人道支援が急務となっています。岩野職員及び

齋藤職員からは、現場で感じるニーズや課題、肌で感じる日本の役割等、生の

声がジャーナリストに伝えられました。 

 

  

カーボデルガード州国務長官表敬    カーボデルガード州知事表敬   

 



 

 岩野職員及び齋藤職員に対するインタビュー 

 

2日目は、今年 3月にモザンビーク北部の紛争危機に対する人道支援及び開発支

援を行うため国際機関（UNDP、WFP、UNICEF、UNHCR、UNWOMEN、UNICEF）に資金

拠出を行った事業に関し、プレス向け事業概要説明会を実施しました。各国際

機関からは専門分野を活かし、カーボデルガード州内各地で支援活動を展開し

ている様子が説明されたほか、実際、活動現場で使用している機材を用いたデ

モンストレーションの様子や、支援活動により裨益した方々へのインタビュー

が行われました。また、同説明会に州政府代表として参加いただいたアナスタ

シア・リディンバ州保健局局長からも日本の多岐にわたる支援に対する感謝の

意が述べられました。続いて、今年 5 月に署名式を実施した無償資金協力「カ

ーボデルガード州の安定化のためのインフラ復旧計画 （UNDP 連携）」の事業一

環として実施されている、ペンバ市廃棄物収集管理体制の復旧を目的としたご

み収集車やコンテナの機材供与等の式典に参加しました。ペンバ市は同州内で

国内避難民を最も受け入れている場所であり、2017 年テロ発生以前と比較する

とその人口は約 6 割増加しているため、廃棄物処理能力が追いついておらず、

右に係る支援が急務となっています。同支援は、機材供与に加え、女性を中心

とした 300 人に対し Cash for Work を通じて支援しており、式典に参加したフ

ロレッテ・シンバ・ペンバ市長は、「同支援がペンバ市の廃棄物管理能力を向上

させる足がかりになることを願っている」と述べられました。 



   

  WFP事業裨益者への取材        WFP事業視察  

   

国際機関ブリーフ         ペンバ市廃棄物処理場視察 

   

UNDP事業式典（左：ペンバ市長）       UNDP事業式典 

（UNDP ペンバ事務所長及びペンバ市長） 

 

３日目には、本ツアー最後の訪問先として、草の根・人間の安全保障無償資

金協力「マリアマザレロ中高等学校図書室等建設計画」及び無償資金協力「保

健人材養成機関施設及び機材拡充計画」を視察しました。マリアマザレロ中高

等学校では、同協力を通じて建設された施設を利用して、学生がより良好な学

習環境で伸び伸びと勉強する様子が見られました。保健人材養成機関（ICS Pemba）



では、学長より、同州のテロ襲撃によって他郡の養成機関が使用不能となって

おり、ペンバにおける同施設が同州全体の医療従事者を育成するうえで非常に

重要である旨述べられました。 

 

   

マリアマザレロ中高等学校の視察    保健人材養成機関施設への取材 

 

プレスツアー後、各メディアでは次々と我が国開発協力の取り組みが報道され、

我が国開発協力事業が大々的に取り上げられました。多くの国民が目にする新

聞やラジオで開発協力事業が取り上げられることで、モザンビーク国民の我が

国開発協力事業への理解もより一層深まったのではないかと思います。 

 

関連リンク（外部サイト） 

プレスツアー後にリリースされたウェブ記事 

 

■ラジオモザンビーク紙 

Desnutrição crónica continua a ser problema na Zona Norte do país 

（邦訳：「北部では慢性的な栄養不良が続いている」） 

https://www.rm.co.mz/desnutricao-cronica-continua-a-ser-um-problema-na

-zona-norte-do-pais/ 

Cabo Delgado: 30% de deslocados recebem assistência nos centros de 

reassentamento 

（邦訳：「カーボデルガード：避難民の 30％が再定住センターで支援を受ける」） 

https://www.rm.co.mz/cabo-delgado-30-de-deslocados-recebem-assistencia

-nos-centros-de-reassentamento/ 

Governo japonês vai continuar a apoiar reconstrução de Cabo Delegado 

（邦訳：「日本政府、カーボデルガードの復興支援を継続へ」） 

https://www.rm.co.mz/governo-japones-vai-continuar-a-apoiar-reconstruc

https://www.rm.co.mz/desnutricao-cronica-continua-a-ser-um-problema-na-zona-norte-do-pais/
https://www.rm.co.mz/desnutricao-cronica-continua-a-ser-um-problema-na-zona-norte-do-pais/
https://www.rm.co.mz/cabo-delgado-30-de-deslocados-recebem-assistencia-nos-centros-de-reassentamento/
https://www.rm.co.mz/cabo-delgado-30-de-deslocados-recebem-assistencia-nos-centros-de-reassentamento/
https://www.rm.co.mz/governo-japones-vai-continuar-a-apoiar-reconstrucao-de-cabo-delegado/


ao-de-cabo-delegado/  

 

■ノティシアス紙 

Recolha de lixo em Pemba pode ganhar nova dinâmica 

（邦訳：「ペンバ市のゴミ収集が新たな活力を得る可能性」） 

 

 

■オパイース紙 

Desnutrição crónica continua a ser um problema na Zona Norte do país 

（邦訳：「北部地域で慢性的栄養失調は依然として問題」） 

 

 

https://www.rm.co.mz/governo-japones-vai-continuar-a-apoiar-reconstrucao-de-cabo-delegado/


Governo japonês vai continuar a apoiar reconstrução de Cabo Delegado 

（邦訳：「日本、カーボデルガードの復興支援を継続へ」） 

 

 


